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真に必要とされる
消防団をめざして!

愛
南
町
の
安
全
・
安
心
を
築
く

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
20
年
度
愛
南
町

消
防
団
退
団
式
並
び
に
辞
令
交
付
式
」
が
挙
行
さ

れ
、
谷
口
町
長
が
「
消
防
団
の
皆
様
は
、
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
身
近
な
存
在
で
す
。
今
後
も
、
各

種
訓
練
を
重
ね
ら
れ
、
町
の
安
全
、
安
心
の
要
と

し
て
、
団
員
相
互
の
結
束
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
即
応
で
き
る
応
用
力
や
実
践
力
を
養
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
神
修

お

さ

む

町
消
防
団
長
が
「
郷

土
の
防さ

き

も

り人
と
し
て
、
郷
土
を
思
い
、
愛
し
、
そ
し

て
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
消
防

団
で
あ
り
続
け
る
よ
う
一
層
の
精
進
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
、
幹
部
団
員
に
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

職名・階級 氏 名

団長 二神  修
おさむ

副団長 鷹野 正
ま さ し

志

   〃 ○大塚 武
た け ひ と

人

内海方面隊長 ○浅野  泰
やすし

内海副方面隊長 ○島本 善
よ し ゆ き

行

御荘方面隊長 猪野 和
か ず ひ さ

久

御荘副方面隊長 小松 一
か ず よ し

好

城辺方面隊長 ○松岡 増
ま す ゆ き

幸

城辺副方面隊長 ○水本 幹
み き お

雄

一本松方面隊長 竹場  央
ひろし

一本松副方面隊長 長尾 英
ひ で お

生

西海方面隊長 菅原 千
ち よ ろ う

代郎

西海副方面隊長 福山 弘
ひ ろ み ち

道

 

平成20年度の町消防団本部役員の方々
○は、昇格された方です。
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林
さ
ん
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
城
辺
み
し
ま
荘
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
消
防
団
に

入
っ
た
経
緯
を
伺
う
と
「
近
く
の
知
人
に
入
団
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
、
主
人
も
消
防
団
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
断
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
父
・
兄
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
姿
を
見
て
、
消
火
方

法
の
流
れ
は
な
ん
と
な
く
理
解
で
き
て
い
た
の
で
、
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
女
性

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
か
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
、
入
団
の
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
林
さ
ん
の
ほ
か
、
西
海
中
外
泊
女
子
火
防
隊
に
12
名
、
城
辺
中
玉
支
部
に
1
名
の
女
性

団
員
が
い
ま
す
。

町消防団及び自主防災組織の状況（平成20年5月2日現在）

町全体の状況
消防団・5方面隊
18分団1,079名
（団本部役員3名含む）
自主防災会・80組織
結成率100％を達成

一本松方面隊の
分団数及び団員数
4分団 計220名
自主防災会8組織

内海方面隊の分団数及び団員数
3分団 計165名
自主防災会8組織

御荘方面隊の分団数及び団員数
4分団 計258名
自主防災会27組織

城辺方面隊の分団数及び団員数
4分団 計265名
自主防災会21組織

西海方面隊の分団数及び団員数
3分団 計168名
自主防災会16組織

消
防
団
は
身
近
な
暮
ら
し
を

支
え
て
い
ま
す

　御荘文化セン
ターで、愛南町
自主防災会代表
者会を行い、各
自主防災会の連
携を深めること
を目的に「愛南
町自主防災組織
連絡協議会」(会

長  清水岩
い わ と

門さ

ん）が設立され

ました。
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町
消
防
団
で
は
、
各
地
域
の
方
面
隊

で
、
火
災
等
に
備
え
、
各
地
区
で
消
防
ホ
ー

ス
や
消
火
栓
等
の
機
械
器
具
の
点
検
や
消

火
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
、
開
催
さ
れ
る
「
愛
媛
県
消
防
操
法

南
宇
和
地
区
大
会
」
に
向
け
、
ポ
ン
プ
自

動
車
や
小
型
ポ
ン
プ
の
操
法
訓
練
が
、
毎

晩
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
消

防
出
初
式
、
防
火
パ
レ
ー
ド
等
、
町
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
要
と
し
て
、
様
々
な
活
動
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
の
皆
さ
ん
で
組
織
さ
れ
た
自
主
防
災
会
と
町
消
防
団
が
、
互
い
に
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
町
全
体
で
「
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
創
造
」
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
、
消
防
団
員
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

林 

い
ず
み  

城
辺
方
面
隊
第
4
分
団
僧
都
山
出
支
部
所
属
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